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EAS、カメラ分野を担当する工業会として
中小企業等経営強化法の経営力向上設備等及び生産性向上特別措置法の先端設備等に係る生産性向上要件証明
［分野：電子商品監視機器（EAS）、防犯カメラ］に関するお知らせ
（ 1 �）2017年度税制改正により、中小・小規模事業者の「攻めの投資」を後押しするため、従来の産業競争力
強化法に基づく「中小企業投資促進税制の上乗せ措置」を改組し、中小企業等経営強化法に基づく「中小
企業経営強化税制」が創設されました。

（ 2 �）また、中小企業等経営強化法に基づく「固定資産税の特例措置（地方税）」においても、対象設備細目が
2017年 4 月 1 日から拡充されました。

（ 3 �）当協会としては、ユーザー様及び会員の要望に応えるため、さらには「攻めの防犯」
と「防犯民主主義」※を推進するために、2018年 1 月25日の理事会承認を経て2018年
2 月 1 日より本証明書の発行受付をスタートしました。
※「攻めの防犯」と「防犯民主主義」の説明 http://www.jeas.gr.jp/pdf/20180307.pdf

（ 4 �）なお、中小企業経営強化税制につきましては、2025年 3 月末日まで延長されています。�
詳しくは工業会ページをご参照ください。　http://www.jeas.gr.jp/intro08.html

JEAS Facebook も絶賛公開中！
https://www.facebook.com/JEAS.JAP
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　このたびの北陸・能登地域を中心とする大規模地震により犠牲となられた方々に心よりお悔み申し上げると
ともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。被災地域の一日も早い復旧と復興を衷心よりお祈り
申し上げます。その災害支援のため海保機に搭乗され亡くなられた方々に哀悼の誠を捧げます。
　お蔭さまにて、平成14年設立の JEAS は、平成30年には、経済産業省より EAS と防犯カメラ分野の工業会
認定を受け、令和 2 年には個人情報保護委員会認定の認定個人情報保護団体となり、万引防止システム関連に
従事するあらゆる企業が参画する総会員数62法人の産業団体に成長しております。
　最近の万引犯罪の状況ですが、20年連続で減少してきた全国の刑法犯認知件数が増加に転じております。万
引の認知件数も高止まりが続いております。スーパーマーケットなどの店舗ではセルフレジ普及などの影響も
あって、ロス率が悪化に転じている店舗様から相談をお受けすることが多くなっています。首都圏には万引よ
る被害額が昨年の 4 倍に跳ね上がっている地域もあります。昨年 9 月頃からは、 4 人組の窃盗団が北関東等の
ドラッグストアから医薬品や化粧品を集団窃盗する事案が起こっています。確認されているだけで40件に及ぶ
犯行に被害額が 2 千万円に及んでおり、各県警本部が連携して捜査をされています。
　このような状況の中で、 ‘ 昨年は ‘ 協働防犯 ’ を合言葉に、現場力向上のためのセミナーを積極的に開催しま
した。 5 月に「世界のサイバー攻撃の現状とトレーニングの重要性セミナー」、 5 月サーマルカメラ等に保存
されている個人情報（顔画像）漏洩に関する注意喚起、 6 月に推薦製品制度をスタート、通常総会記念講演会
での移動型セルフレジのロス改善事例の紹介、 7 月にセキュリティショー2023大阪第 1 回開催に初参加、セル
フレジ不正防止のための冊子の発出、 8 月から11月は、「セルフレジ不正対策セミナー」を各地で開催、10月
には個人情報保護委員会より講師をお招きし「犯罪予防や安全確保のための顔識別機能付きカメラシステムセ
ミナー」を開催、11月には、総務省総合通信基盤局電波部電波環境課よりご挨拶をいただき「技術セミナー中
間周波に係る疫学調査及びばく露量モニタリング調査報告」を開催、さらに個人情報保護委員会事務局にご臨
席いただき「第 3 回科学保安講習会」を開催、12月には経済産業省商務情報政策局情報技術利用促進課にご挨
拶をいただき「AI カメラ等利活用の人材育成と最新・個情法パンフ活用セミナー」を開催、などを通じ、ロ
ス対策・防犯関係者など多くの皆様に学びの場をご提供しました。
　それ以外にも、理事会毎に勉強会を開催しております。また会員間や関係者とのビジネスマッチングも積極
的に実施し、新たなソリューションやビジネスにつながっています。さらにその動きを AI 分野にもでも加速
化するために、IT パスポート、IoT システム技術検定、G 検定、リテール AI 検定、防災士、セキュリティ関
係の資格などの受験を各社にお願いしております。 3 年目となる全国万引犯罪防止機構のロス対策士検定制度
に関しては、当工業会メンバーにとっても必須のセミナーであるため、支援制度を用意し受験者拡大を推進し
ております。
　さて、遺憾なことに、いま世界各地では戦争や分断が広がってお
り、国内犯罪傾向も悪化が顕著になってきています。その原因の一つ
として当事者間の対話への努力の欠如が挙げられると思います。これ
らを鑑み令和 6 年も、 ‘ 協働防犯 ’ を合言葉に、関係者間の対話や現
場重視の視点を大切にしていきたいと思います。Think Globally, Act 
Locally （超訳：一隅を照らすは、これ則ち世界の宝なり）という姿勢
で、世界や現場を結んだ有益情報を JEAS の公式ロス対策メルマガ、
フェイスブック、 X、 JEAS セミナーなので、より多くの皆様に発信
していきたいと思います。
　具体的には、3 月14日 SECURITY SHOW 2024 JEAS ステージ「ロ
ス対策＆販促アップ！ディスカウントやドラッグストスの凄技」に
て、ディスカウント店のロス対策やフレジ不正対策を（株）パン・パ
シフィックシェアードサービスリスクマネジメント本部 危機管理部 
部長 後藤信明様より、万引防止機を使った広告例を（株）ロケット

あいさつ
防犯民主主義実現の旗の下 合言葉は ‘ 協働防犯 ’

工業会 日本万引防止システム協会　会長　稲本　義範

工業会 JEAS 事務所

〒160-0004　東京都新宿区四谷1-6-1
� YOTSUYA TOWER 7 F
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代表取締役社長 林潤一氏より、司会は当工業会の保安業務技術長である（株）JSS 執行役員東京統括部長　
林俊一氏が担当します。会場ブースでは各社の製品・サービスの紹介をしており、説明員が皆様のご来場をお
待ちしております。それ以降の予定としましては、 4 月業界の市場規模市場調査の実施、 5 月専門機関による
経済安全保障とサイバー攻撃対策セミナー、 6 月 7 日の通常総会・記念講演会では「私だってできるロス分析
方法（仮題）」という演題で、ミネ医薬品（株）　常務取締役 富澤勇様の登壇、さらには「塀の中のおばざん」
著者である読売新聞社　編集委員　猪熊律子様に登壇をお願いしました。 7 月 EAS 機器の基礎知識を学ぶ第
8 回 JEAS 講習会、 9 月第 4 回推奨顔認証システム認定審査会、11月第 4 回科学保安講習会などが予定されて
おります。さらに海外や各地の団体との具体的な交流を活発化させなければと感じております。
　JEAS は、防犯民主主義実現の旗の下、 EAS 機器と防犯カメラとロス・プリベンション推進のための工業
会として、「万引犯罪をさせない店舗作り」の推進を通じて、流通業界の健全な経営、また青少年の非行防止
や高齢者等の再犯防止という産業的、社会的役割を果たすべく活動して参ります。

あいさつ
経済産業省　商務・情報政策局　情報産業課課長補佐　籠　寛之様

　冒頭、本年 1 月 1 日に発生しました令和 6 年能登半島地震において亡くなられた方々に心からご冥福をお祈
り申し上げるとともに、被災されたすべての方々にお見舞いを申し上げます。
　政府一丸となって、「人命第一」で、救命・救助活動に全力を尽くします。経済産業省も、総力を挙げ、関
係省庁と連携して事態にあたります。産業界をはじめとする国民の皆様にも、引き続き御協力いただけますよ
うよろしくお願いします。
　工業会日本万引防止システム協会（略称 JEAS）が、カメラと万引防止機器の工業会として、ロス・プリベ
ンションを推進する産業団体として成長されてきていることは大変喜ばしいことであると同時に、現代的な社
会経済問題の解決に関わる産業として必然的な流れであると拝察しております。
　これまでの JEAS の活動をふり返ると、コロナ禍中の2020年 6 月に推奨顔認証システム認定試験の開始、同
年 7 月に体表温度測定のサーマルカメラの安全利用のガイドラインの発表、同年10月には保安警備員育成のた
めの科学保安講習会を立ち上げられるなど、機器の安全利用をハード面とソフト面から強力に推進されてこら
れました。その成果が実り、会員数がコロナ以前のなんと 2 倍になったとお聞きしました。さらにいま IT、
AI、 IoT、サイバー対策、作業安全の推進など多方面にわたって、産業発展に向け業界を牽引されていること
を心強く思っております。
　令和 6 年を迎え、現在、世界は時代の転換点を迎えています。コロナ禍は収束に向かいつつありますが、ロ
シアによるウクライナ侵略継続や中東での紛争等、日本を取り巻く状況は依然厳しい状態にあります。また、
国内では少子高齢化・人口減少等の課題も存在し、これらの対応も求められています。
　こうした逆境下は、日本が自己変革に挑戦し、成長する好機でもあります。昨年の国内投資見通しは過去最
高を更新しました。政府の大胆な支援によって、民間の投資を呼び込み、イノベーションによって生産性を上
げ、所得を向上させる。これらの実現を目指して取り組みを進めてまいります。
　このような攻めの国内投資の代表例がデジタル分野であると考えられます。
　生成ＡＩの急速な進化・活用に代表されるように社会のデジタル化は必至であり、その重要性は増す一方で
す。ＡＩを巡る環境変化の中で、国内の開発力強化とＡＩが抱えるリスクへの対応を両輪で進めるとともに、
生成ＡＩ時代に必要となる人材育成も強化します。昨年は、将来の次世代半導体量産拠点への継続的かつ強力
な支援に代表される日本の半導体政策が世界から注目を集め、期待感が高まる年となりました。デジタル社
会、ひいては日本の産業全ての基盤となる半導体について、本年も積極的な政策を展開していきます。
　ＡＩ・半導体と同様に、経済安全保障確保の観点からも重要な蓄電池やサイバーセキュリティ等の産業基盤
の強化にも引き続き全力で取り組みます。また、デジタルの恩恵を全国に行き渡らせるべく、共通規格に準拠
したデジタル時代の社会インフラであるデジタルライフラインの全国的な整備を進めます。
　本年もデジタル社会の実現に向けた政策を全力で実行していきます。
　ＧＸの実現も重要であり、今後より一層の取組強化が必要になると考えられます。化石燃料からの移行を進
めていく脱炭素は世界的な流れであります。この流れを踏まえつつ、国内産業界にも変革を迫る圧力は年々高
まっており、エネルギーの安定供給や排出削減等を実現する取組みが求められています。日本では、昨年 5 月
に「ＧＸ推進法」やＧＸ脱炭素電源法」を成立させ、 7 月にＧＸ推進戦略を策定しました。ＧＸ実現に向けた
取組を政府としても後押ししていきます。
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　経済産業省としては、これまでに述べたような様々な施策を講じることで産業界の皆様と連携しながら、我
が国の成長のために力を尽くしていく所存です。
　昨今の流通業の現場では、セルフレジ利用拡大のように来店者へのサービス向上や作業の効率化に加え、後
を絶たない大量盗難対策のために、さまざまな商業施設でカメラ画像の AI 利用が進んでいるとお聞きしてお
ります。商業利用や防犯利用を進めていく上で、いまや AI の技術開発は不可欠のものになっていると感じま
すが、それらの継続的な普及を図るには、システム販売者側も運用面のリスク対応や来店者への説明を行って
いくことが必須となっております。簡単なことではないでしょうが、それに日々対応していくことで、より強
固なシステムが構築されるはずです。
　万引対策という難しいビジネスの中で磨いてこられた高い精神性と技術力が、 AI 利用の中で、さらに大き
く開花されることを祈念しております。今後とも良いシステムを生み出し、世界から注目される業界に育って
いただくことを期待しております。
　最後に、皆様の益々の御健勝と御発展を祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせていただきます。

「2023年ロス対策・万引防止の実態調査報告書」の発出
　2023年ロス対策・万引防止の実態調査報告書を会員と協力団体限定で発出します。資料は会員ページの
b_30に格納されています。10年前の同調査は会員ページの b_ 1 、 b_ 4 にあります。比較されると新たな課題
や技術進歩が確認できます。

　工業会日本万引防止システム協会では、
2012年度から2013年度にかけて実施しまし
た「ロス対策・万引防止の実態調査」につ
いて、各商業団体事務局様と会員企業様の
御協力をいただき、本年度、中立機関の日
本能率協会総合研究所にて再度実施しまし
た。この個別インタビューにて聞き取りよ
る詳細な調査結果をもとに、より深い理解
と改善策の推進につながれば幸甚に存じま
す。
　工業会日本万引防止システム協会 政
策・研究委員会では、ハード対策及びソフ
ト対策の相乗効果で、お店様の利益向上、
お客様及び皆様の更なる安全・安心の確保
に向け、最善の努力をしていく所存でござ
います。引き続きの御協力をお願いしま
す。
　なお、本調査内容は会員の共有資産であるため、前回調査もそうでしたが、会員及び御協力いただいた商業
団体様の限定資料となります。調査報告書は会員ページの b_30に格納されております。
� 敬具
� 2023年12月25日　政策・研究委員会 委員長　摺田　祐司
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新理事紹介

株式会社 GeoVision 副社長 周 采穎（Joy Chou）様

　この度、理事に就任いたしました GeoVision の周です。
　GeoVision は台湾に本社を置き、監視カメラの管理ソフトウエアの開発・販売
をやってきました。AI 技術の進化に伴って、顔認証システムや AI 画像解析ソ
リューションの開発にも注力してきています。画像は防犯用途から業務効率化な
どへの運用に広がります。
　弊社の「JVS-GOFR」も JEAS 推奨顔認証システム制度の認定試験に合格して
います。
　技術進化の一方、個人情報保護など様々の課題も出てきてます。JEAS に参加
することで沢山の業界の方々と情報収集・交流ができ、より良い商品・サービス
への提供に勉強ができて充実です。

　宜しくお願い致します。
株式会社 GeoVision　　https://geovision.co.jp
業界で活躍する女性（ 8 ）2019.2.12
https://www.jeas.gr.jp/pdf/20190221.pdf
JEAS 推奨顔認証システム一覧 / JEAS 画像安全利活用＊科学保安全国 MAP2023年版
https://www.jeas.gr.jp/pdf/20231205.pdf
※�理事 1 名の退任にともない新たな理事として2023年12月 8 日（金）理事会で承認されました。正式には2024

年 6 月 7 日（金）に開催する令和 6 年度 JEAS 通常総会で選出されます。

新正会員紹介
　

日本アクア開発株式会社　　代表取締役 豊島 雄介

　日本アクア開発株式会社は、監視カ
メラを中心としたセキュリティ事業を
行っております。1990年より工事の

「アクア」として35年以上、50万件以
上の監視カメラ工事のご依頼を受注さ
せていただき、カメラ数百台に及ぶ大
型商業施設工事、数百店舗に渡る多店
舗短期間の工事など、民間や公共、あらゆる業種・施設の施工を実施してまいりました。
　この豊富な工事実績をベースに、北海道から沖縄まで確かな施工技術を持ったネットワーク網を構築し、よ
い仲間を集め、育て、共に成長しながら、高い技術力と機動力を持った技術者集団として全国どこでもスピー
ディーに安心・安全な施工をお届けしています。
　セキュリティへの関心は年々増えていくと共に、技術やソリューションも日々進化しています。当初、工事
のみでしたが今ではセキュリティシステムの企画・提案から販売・施工・メンテナンスに至るまで、一貫した
サービスをご提供することでお客様のニーズに対して細かなところまでフォローさせていただきます。
　私たちは、セキュリティ機器を通して安心して暮らせる社会を築くと共に、さらに新しい価値を提案、推進
しながら笑顔あふれる社会を創造する企業でありたいと考えています。
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　Dahua Technology Japan 合同会社　　代表取締役社長 李 斌様

　Dahua Technology（ダーファ・テクノロジー）はビデオを中心とする
IoT ソリューションプロバイダーです。主力商品はカメラ、レコーダー、
インターホン、ディスプレイ、ソフトウェアなど、交通、製造、教育、エ
ネルギー、金融、環境保護など幅広い領域においてサービスの提供実績が
あります。
　Dahua Technology は「社会をより安全に、暮らしをよりスマートに」
の企業理念のもと、お客様のニーズに応え続け、アジア太平洋、北米、南
米、ヨーロッパ、アフリカなどの各地に57の拠点を設置し、180の国と地
域に製品やサービスを提供してまいりました。北京冬季五輪、リオ五輪や
G20杭州サミットなどの国際的な催しだけでなく、交通、製造、教育、エネルギー、金融、環境保護など幅広
い領域において、世界中のお客様に迅速かつ良質なサービス提供を心がけています。
　Dahua Technology Japan は2020年に東京でオフィスを設立しました。人手不足をはじめとする様々な社会
問題に立ち向かい、日本の皆様により安心安全な環境を、弊社のソリューションやサービスに通じてご提供で
きるよう努力してまいります。

　三和コンピュータ株式会社　　取締役 執行役員社長 本永 実

　三和コンピュータ株式会社は1971年に設立し、50年以上にわたり
ICT トータルソリューションの提供を行ってまいりました。

　1994年に立ち上げたフィジカルセキュリティ事業においては、監視
カメラを主体として赤外線センサーや非常警報、入退室など多彩な機
器との連動を可能にする総合映像監視システムや、セキュリティレベ
ルに合わせた IC カードや生体認証を用いた入退室管理ソリューショ
ンなど、官民問わず様々な業界に導入させていただき、2,000社以上
の導入実績がございます。
　三和コンピュータでは特定のメーカーや製品にとらわれず、お客様に最適なソリューションをご提案いたし
ます。https://www.sanwa-comp.co.jp/solution/p-security.html
※ I Guard S は三和コンピュータが特許を取得しています。特許番号：特許第6559759号

新賛助会員紹介

　株式会社ＵＡＣＪ経営戦略本部　　新領域開発部長 岩村 信吾

　株式会社ＵＡＣＪは、グローバ
ルに事業を展開する日本発のアル
ミニウム総合メーカーです。2013
年に古河スカイ株式会社と住友軽
金属工業株式会社といういずれも
国内屈指の歴史と実績をもつアル
ミメーカー 2 社の経営統合により
誕生しました。現在、アルミ圧延
品の生産量は年間130万トンを超
え、国内でトップ、世界でも第 3 位の規模です（2022年度アルミ板生産量）。
　ＵＡＣＪグループは、板、自動車部品、押出、箔、鋳鍛、金属加工の 6 つの事業を持ち、飲料缶、自動車、
ＩＴ機器、空調、航空宇宙産業などの幅広い分野にアルミ素材を供給し、人びとの暮らしや産業を支えていま
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す。国内で随一、そして世界でも数少ない「アルミニウム総合メーカー」として、グループの総合力を結集す
るとともに、125年にわたり受け継いできた技術、グローバル供給体制などを生かし、グループ理念に掲げる

「素材の力を引き出す技術で、持続可能で豊かな社会の実現」を目指していきます。

新特別会員紹介

　一般社団法人ソフトウェア協会（SAJ）　　会長　田中 邦裕

　一般社団法人ソフトウェア協会（SAJ）は、ソフトウェア製品に係わる企業が集まり、ソフトウェア産業の
発展に係わる事業を通じて、我が国産業の健全な発展と国民生活の向上に寄与することを目的としています。

https://www.saj.or.jp/index.html

　第四次産業革命によりあらゆるモノにソフトウェアが使われる時代にな
り、デジタル化によってソフトウェアの重要性がますます増してきていま
す。SAJ は『Software Everywhere　～すべてはソフトウェアで動く、これ
からのデジタル社会へ～』をテーマに、すべてのソフトウェアを対象とし、
デジタル社会を推進するために、「ソフトウェア（ 国） の未来を創る」をビ
ジョンに見据え、ソフトウェアに関わるすべての組織（チーム）・人をサ
ポートすることをミッションとして活動してまいります。
　皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

シリーズ  「変化・変容の時代に世のお役に立つ」（3）
同志で学び合うJEASプロジェクト
株式会社 JSS 執行役員 第一保安警備事業部 部長　林　俊一
JEAS 科学保安講習プロジェクト WG 長及び JEAS 推奨顔認証システム制度技術長

●JSS基本方針
　当社は各種警備業務のプロフェッショナルとして事件・事故の進化速度を上回る知識・技術の構築を目指し
ています。そのために従業員に対する最新技術・知識に基づいた徹底した教育を行うとともに、警備関係・関
連した資格を積極的に取得させることを当社の基本方針の中で明言してきました。
●保安警備の状況
　私は当社において20年にわたり保安警備業務を担当していますが、この20年の間に官民一体の努力により万
引を始めとする刑法犯の認知件数は大きく減少しています。
　しかし個々の小売店においてはその取り扱う商品の魅力ゆえに転売を目的とした窃盗犯による被害に苦しめ
られている現実が今尚存在しています。
　被害への対策をクライアントと一緒に考えていく中で新しい技術の活用が求められるようになってきました
が、親交のあった株式会社三宅の三宅社長より JEAS を御紹介頂き「絶対役に立つから」と断言されて加入し
た結果、 EAS や顔識別機能付きカメラを始めとする様々なシステムを作るメーカーやそれを取り扱う商社、
保安警備の専門会社等、多くの会員企業様と交流することが出来ました。
●警備会社が参加するJEASプロジェクト
　JEAS の講習会を通してイノベーションには「発明」と「業務に対する深い理解」の両方が必要だと学びま
したが、稲本会長が提唱する「協働防犯」のスローガンのもと、 JEAS に集う国内外のメーカーが持つ AI 等
の新技術と、保安警備会社がこれまで培った万引犯罪に対する知見をそれぞれに吸収しながら、イノベーショ
ンを目指してそれぞれの本業に活かす光景には大変驚かされました。
　特に広域で特定商品を狙うような窃盗団対策として有効な顔識別機能付きカメラについて、現場が感じてい
た個人情報の運用や IT ツール操作に対する不安という課題を解決するために加盟各社で作り上げた推奨顔認
証システム制度は、現場で安心して使用できるシステムの普及に貢献しているものと感じています。
●学びの効果
　当社では推奨顔認証システム制度や科学保安講習などの当社が参加した JEAS プロジェクトで得られた知識
や経験の他にも、全国万引犯罪防止機構のロス対策士資格を積極的に取得するなど、保安警備業務のプロ
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フェッショナルとしてのサービス構築を進めています。

https://www.j-ss.jp/

JEAS 認定の先端警備「科学保安員」パンフレット2023年版
https://www.jeas.gr.jp/pdf/20230320-2.pdf
JEAS「推薦製品」認定制度パンフレット2023年版
https://www.jeas.gr.jp/pdf/20230202-2.pdf
JEAS セルフレジ不正防止のための冊子2023年版（一部非公開）
https://www.jeas.gr.jp/pdf/20230727-1.pdf

　警備業務の国家資格である警備員検定や各種消
防資格に加えて、ロス対策の専門知識・技術を身
に着けた警備員は事件・事故の進化速度に臆する
ことなく自信を持って保安警備サービスを提供さ
せて頂いています。その結果に喜んで頂いたクラ
イアントからは再度の御発注を頂くだけでなく、
万引被害に苦しんでいる他の小売店様へ当社を御
紹介頂けることも増えてきました。
●これからの課題
　昨年末にはこれまで下がり続けていた万引認知
件数が前年同期比を上回るなど新たな局面を迎え
ようとしています。JEAS は新たに顕在化したセ
ルフレジ不正に対する対策の検討や、地域防犯を
可能にするクラウドサービス「EMLINX」を第一号とする推薦製品制度を立ち上げるなど進化を続けていま
す。
　当社も現場の最前線で万引犯罪と対峙する際に JEAS を通して得たスキルを活用するだけでなく、最前線で
得られた窃盗団を始めとする万引犯罪についての新たな知見を加盟各社や地域社会にフィードバックできる魅
力的な人材を育成して参ります。

講習会やセミナー実績

①　犯罪予防や安全確保のための顔識別機能付きカメラシステムの利用セミナー
　10月11日（水）JEAS 特別セミナー「犯罪予防や安全確保のための顔識別機能付きカメラシステムの利用」
を書店会館 3 階とオンラインで開催し、当日は46名（会場20名、オンライン26名）にご参加をいただいた。さ
らにアーカイブ動画では70名を超える方々に視聴いただきました。
　本セミナーの目的は、小売業様の現場で導入が進む顔認証システム（顔識別機能付きカメラ）の利用促進に
向けた法令面の説明になり、企業間を超えた防犯情報の共有などの協働防犯の推進を願って企画したもので、
読者の皆様にごらんいただきたく講演動画の視聴用アドレスと資料をご案内します。
　期間限定の講演動画（限定公開）のアドレス　https://youtu.be/a0fHDylwbuA
　講演印刷資料 : ※パスワードは　jeas　　　https://www.jeas.gr.jp/20231011.zip
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※調査書の65頁と66頁 https://www.ppc.go.jp/files/pdf/kaoshikibetsu_camera_system.pdf
　セミナー参加のアンケートにあったコメントには「木村様、星様の説明が大変わかりやすく勉強になりまし
た。透明性の確保が顔識別機能付きカメラシステムにとってなぜ重要なのか。お二方の説明を聞いて腑に落ち
ました（個人情報は社会にとって必要なものだから保護して適切に管理する必要がある）。」とありました。こ
の気づきは私たちに大きな学びとなりました。

②　JEAS技術基準委員会セミナー
　11月 8 日（水）15時−17時 技術基準委員会セミナーを高千穂交易セミナールーム（新宿区四谷）にて開催
し、40名近くの皆様にご参加いただきました。
1 �．ご講演内容　総務省生体電磁環境研究『中間周波に係る疫学調査及びばく露量モニタリング調査』の結果

について
2 ．来賓あいさつ講師：
来賓あいさつ　総務省 総合通信基盤局　電波部電波環境課　課長補佐　藤原 史隆様
東京都立大学 名誉教授 多氣 昌生先生
静岡社会健康医学大学院大学 教授 小島原 典子先生
3 ．日時・会場
日時　2023年11月 8 日（水）15：00～17：00
参加　高千穂交易セミナールームとオンライン方式にて
　総務省主体で平成29年度から令和 3 年度までの 5 年間に 3 つの研究機関にて実施された「中間周波に係る疫
学調査及びばく露量モニタリング調査」を通して、日常生活環境における中間周波電磁界の実態を把握し、健
康リスク評価を確認しました。なお当工業会は EAS 機器の貸し出しなどでご協力をさせていただきました。

総務省 総合通信基盤局電波部電波環境課 課長補佐　藤原 史隆様と会場の様子

【関係資料】
生体電磁環境に関する研究戦略検討会第一次報告書
　https://www.soumu.go.jp//main_content/000557406.pdf
令和 2年度研究報告書
　https://www.tele.soumu.go.jp/resource/j/ele/body/report/pdf/r2_02.pdf
令和 3年度研究報告書
　https://www.tele.soumu.go.jp/resource/j/ele/body/report/pdf/r3_01.pdf
　このセミナーは国内の EAS 販売業者のほとんどに参加してもらった。技術的に油断できないことがあった
ので、みな全集中で学んでいただきました。2011年の311大災害を通して、「科学技術に絶対の安全は無し」と
いうことを学びました。科学技術に絶対が無いからこそ、このような日々の安全活動を工業会の一丁目一番地
事業として継続したいと思います。
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③　第 3回科学保安講習会
　11月16日（木）第 3 回
科学保安講習会を四谷会
場とオンラインにて開催
させていただいた。今回
はセルフレジ不正対策な
どが新たに加わり、さら
に現場で役立つ講習会と
なりました。
　これまでに56名の科学
保安員を輩出した。その
うちロス対策士の資格を
保持している者が18名います。
　今回の講習会参加者のコメントに「セルフレジでロスは増えると思いますが、その事だけに囚われることな
く、従来のロス対策を継続し続けなければならないという近江様のご意見に感動を受けました。有難うござい
ました。」このコメントを含め、セミナーの結果報告は講師や担当委員会で共有しました。この講習会も参加
者と講師側がともに学び合う場として継続したいと思います。

④　JEAS緊急セミナー
　12月20日（水）緊急セミナー「AI カメラ等利活用に向けての人材育成と“カメラと個人情報保護法”パン
フ活用」が開催され、50名ちかくの皆様に参加いただきました。最初に JEAS「推薦製品」No.004に選ばれた
Casley Deep Innovations（株）の ASCA/ 不審者検知 with SAFR の認定証授与式が行われ、次に来賓挨拶と
して経済産業省　商務情報政策局情報技術利用促進課（IT イノベーション課）総括係長 森野智子様より「次
世代の情報処理基盤の構築に向けて～ AI 利活用人材の育成～」のご説明があり、さら最新パンフレット「カ
メラと個人情報保護法」については個人情報保護委員会事務局 参事官補佐 木村 一輝様より解説いただきまし
た。

工業会 JEAS 認定「推薦製品」とは　https://www.jeas.gr.jp/pdf/20230202-2.pdf

資料格納先　https://www.jeas.gr.jp/20231220.zip（PW は jeas）
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15分勉強会

☆ 7 月14日（金）は（株）サイエンスアーツの松田氏と松井氏を講師に同社製品「Buddycom―バディコム―」
を学びました。

☆ 9 月 8 日（金）（株）アジラの平野様より商業施設や大学や自治体施設で使われている動作検知について学
びました。

☆12月 8 日（金）「企業の機密情報管理を web3.0のインフラで支える分散型ハイパーセキュアストレージ」を
Casley Deep Innovations （株）代表取締役社長 砂川和雅氏に説明していただきました。資料は会員ページ
の d_37にあります。

☆ 2 月 9 日（金）『聞いて得する「防犯カメラ（AI カメラ含む）設置工事」の方法とは』講師は日本アクア開
発（株）　豊島社長が担当されました。

学び　AI や IoT 等への自己研鑽　～ AI 時代への学び事例 ～

【検定名】

▼ IoT システム技術検定［基礎］� タカヤ株式会社　田丸　典億
　https://www.mcpc-jp.org/iotkentei/kentei_msg_kiso/
・�受検しようと思った理由　当工業会の特別会員でもあるソフトウェア協会より、　メールマガジンにて本検

定のご案内があり、実業務でも IoT 関連の知識が必要であることもあり、受検を申し込みました。
・�かかる費用　　受検料：11,000円（税込）（アカデミーであれば、8,800円）、テキスト：2,750円（税込）

https://book.impress.co.jp/books/1122101058
・苦労した点
　CBT 方式の問題文が、少し引っ掛けとなっており、間違い探しのような苦労があった。こんなところに活
かしていきたい。IoT 関連の業務をしていることもあり、さまざまな言葉の定義など、改めて再確認できた。
　今後、パートナー会社との打ち合わせなどにおいて、　共通の言語で会話できるようになると期待している。
・お勧めの職種（こんな方に受検いただきたい）
　IoT デバイスの開発、設計などされている業界の方で、　実際に開発しているわけではないが、営業などの
業務に携わっている方などにおすすめです。検定期間は、2024年 3 月25日までですので、みなさんもチャレン
ジしてみてください。

▼ロス対策士検定と科学保安講習会� 　株式会社店舗プランニング　小嶋　賢一
・受験しようと思った理由
　前部署では営業職をしており JEAS 工業会からの情報がとても役にたった経験から、　ロス対策士も自身の
知見を深める良い機会と捉え受験させていただきました。
・かかる費用
　ロス対策士通信から得られる情報からするとマッチした費用と思います。むしろ安いかも…。
・苦労した点
　通常の社内業務をこなしつつ、ロス対策士の勉強でしたので時間を作るのに多少苦労しました。
　初めて聞く言葉や、自身の経験から縁の遠い計算問題もあり、理解するまで歳のせいもありこちらも苦労致
しました。（なかなか頭に入らない…）
・こんなところに活かしていきたい。
　現在、私は社内において JEAS 工業会の広報活動を行っております。社内関連部署にメッセンジャーとして
届けており、年々、認知度も上がっていると思われます。　社内関連部署の方が自身の知見を広め、個々の活
動に役立てていただく事並びに　JEAS 工業会の発展に寄与したいと思っております。
・お勧めの職種（こんな方に受験いただきたい）
　経験上、営業職と思います。ロス対策士通信から得られる情報をお客様への足掛かりとして、コミュニケー
ション作りや、一歩踏み込んだ商品の紹介。科学保安も最先端画像技術が学べるので楽しかったです。
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▼ G検定合格者� 高千穂交易株式会社　平尾　潤
　私は営業職として防犯システムの販売に携わっています。以前から人工知能や機械学習に関心があったので
24年 1 月に G 検定を受験しました。
　学習は e-Learning を中心に約 3 か月間行いました。G 検定は受験範囲が広くテーマが多岐にわたるため、
わからない箇所がでてきたときは都度 web で調べ、あとから確認できるよう内容をまとめておきました。試
験当日は体調管理をしっかりとおこない、集中力を切らさないように心がけました。結果は合格することがで
きたので、とても嬉しかったです。
　個人的な関心から G 検定の勉強を始めたのですが、試験を終えて、ここで得た知識は仕事にも活かせるの
ではないかと感じています。たとえば顔識別機能付きカメラシステムの中にはディープラーニングの手法が用
いられているものがあります。営業職をしていると製品について問合せを受けることが多いのですが、知識を
得たことで、これまでよりも正確でわかりやすい回答ができるような気がしています。また G 検定では法律
や倫理に関する問題も多く出題されます。これらの知識も防犯システムを長く安心して使用していただくため
には大切だと感じています。
　G 検定で学んだことを忘れないよう、これからもこの分野への関心を持ち続けていきたいです。

セキュリティショー2024　JEAS セミナーとブース

　日経セキュリティショ―2024 JEAS セミナー「ロス対策＆販促アップ！ディスカウント店やドラッグスト
アの凄技」の申込みが開始されました。 3 月14日（木）15：30～16：30 ビッグサイト東 8 ホール内ステージ
です。申込は先着100名様です。登壇者は（株）パン・パシフィックシェアードサービス総務本部危機管理部
長 後藤信明様、（株）ロケット代表取締役社長 林潤一氏、司会は当工業会の保安業務技術長である（株）
JSS 執行役員東京統括部長　林俊一氏が務めます。会場ブース（東 8 ホールは SS8006）では各社の製品・サー
ビスの紹介をしており、説明員が皆様のご来場をお待ちしております。

ロス対策士情報と JEAS 報奨制度について　～各方面で活躍するロス対策士～
副会長　近江　元

　全国万引犯罪防止機構のロス対策士検定試験制度は、万引犯罪、内部不正、業務上のエラーなどを含む不明
ロスについての実務的な知識を身に着けることを目的としたものです。
　今までに小売業、 JEAS 会員など多数の方々がロス対策士の資格者となり、各分野でロス対策に取り組み始
めています。
　さて、 JEAS では、ロス対策士検定試験の受験を促進するために JEAS 会員企業に所属する資格試験合格者
の方々ヘの褒賞制度（図書カード進呈）を設けております。
　是非とも一人でも多くの方々がこの資格を得て、主要な顧客である小売業、特にチェーンストア企業に対し
て、ソリューションとしてのサービス提供につなげていただきたいと思います。
◆ JEAS 企業に所属する資格試験合格者ヘの褒賞制度
　https://www.jeas.gr.jp/pdf/20220810.pdf
◆ロス対策士検定試験は万引犯罪防止機構のホームページをご覧ください。
　https://www.manboukikou.jp/exam-about/
☆�新たな知識と情報を共有に向けたフェイスブックにてロス

対策士のための専用コミュニティが好評です！フェイス
ブック上で「ロス対策士コミュニティ」と検索ください。
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工業会 日本万引防止システム協会のご案内
　工業会 日本万引防止システム協会は、 EAS 機器等の万引防止システムを製造・販売する企業の業界団体で
あり、流通業界の健全な経営、また青少年の非行防止という産業的・社会的役割を果たすべく、行政機関、関
連業界団体とともに連携をとり活動しています。
■目的
　本会は、万引防止システムの産業的、社会的な役割を果たすために、万引防止システムの円滑な普及・発展
に資する制度・政策・計画等の建議と実行、行政機関・関連業界団体あるいは生活者等の間での認識向上、相
互の間の調整、万引防止システムに関する内外の情報収集と提供を行い、業界の健全な発展と安全で豊かな国
民生活に寄与することを目的とする。

■会員の種別
（ 1 ）正会員
本会の目的に賛同して入会した次の企業および団体とする
●万引防止システム製造ないし販売している企業および団体
●今後、万引防止システムを販売ないし提供しようとする企業および団体
●万引防止に関連するサービスを提供する業界（警備業等）や関連業界（防犯カメラ設備等）に属する企業など
●万引防止システムを販売ないし提供する企業に対し商品や部品の供給事業を行う企業および団体

（ 2 ）賛助会員
本会の事業を賛助するために入会した次の企業および団体とする
●小売業に商品供給しているメーカーおよび物流企業
●小売業にサービスを供給している企業および団体

（ 3 ）特別会員
本会の目的に賛同し、協力をする団体会員

■会費（2019年 6 月 6 日改訂）

年間売上金額 年間会費　万円
正会員　① 40億円以上 33

② 20億円以上、40億円未満 28
③ 10億円以上、20億円未満 22
④ 5 億円以上、10億円未満 17
⑤ 3 億円以上、 5 億円未満 13
⑥ 1 億円以上、 3 億円未満 11
⑦ 1 億円未満 9

賛助会員 4
特別会員 無料

基本は内部不正対策などを含むロス対策に関わるシステム販売の年間国内売上に応じた年間会費とする。

■入会条件、入会申し込みはこちらのサイトをご確認ください。� http://www.jeas.gr.jp/intro06.html

　新規入会企業および団体を募っています。
◎万引防止システムを製造ないし販売している企業の皆様
◎万引防止対策を担当している警備業や防犯カメラ設備に属する企業の皆様

編集後記・事務局だより
　昨年の編集後記では、大谷選手の104年ぶり、という話題を記載しましたが、大谷
選手は WBC での大活躍以降、メジャーリーグでも目覚ましい活躍をみせ、日本人初
の HR 王や、 2 度目の満票 MVP 獲得、ドジャースへの大型移籍契約など、色々と話
題に事欠かない年でもありました。
　当工業会においても、新たなチャレンジの一つとして、業界に長らく貢献し、後進
の模範となられている方々を「職業専門委員」に認定する制度を令和 6 年度通常総会
にて発出します。
　JEAS は今までの常識にとらわれることなく、常に、会員企業、ユーザー様の安
心・安全のための活動ができればと祈念します。� 理事・事務局長　田丸典億



令和 5年度　工業会　日本万引防止システム協会　役職一覧
№ 工業会役職 社名・団体名 役職名 氏名
1 会長 高千穂交易（株） 事業開発室上席コンサルタント 稲本義範

2 副会長 （株）　三宅 代表取締役社長 三宅正光

3 副会長 NPO法人 全国万引犯罪防止機構 理事　LP教育制度作成委員長 近江 元

4 副会長 セフトHD（株） 代表取締役社長 山根久和

5 理事
（政策・研究委員会）

IDEC ファクトリーソリューションズ
（株）

セールスマーケティング本部　EAS 営業
部 部長 谷　義彦

6 理事
（政策・研究委員会） （株）キャトルプラン 代表取締役社長 佐藤圭三

7 理事
（政策・研究委員会） （株）セキュリティデザイン 営業副本部長 那谷幸平

8 理事
（政策・研究委員会） （株）店舗プランニング 代表取締役 飛永泰男

9 理事
（政策・研究委員会） 日本電気（株） スマートリテール統括部

映像アナリスティクスグループ 摺田祐司

10 理事
（政策・研究委員会） ビブリオテカ・ジャパン（株） 営業部部長 松崎泰二

11 理事
（総務委員会） マイティキューブ（株） 代表取締役社長 本川勝広

12 理事
（総務委員会） （株）エイジス 新規事業推進室長 米山英志

13 理事
（総務委員会）

ＮＥＣソリューションイノベータ 
（株）

九州支社
第二グループ KAOATOグループ　主任 上野順子

14 理事
（事務局長、技術基準委員会） タカヤ（株）

事業開発本部ＲＦ事業部
営業部ＳＳ担当マネージャー 田丸典億

15 理事
（カメラ画像安全利用推進委員会） グローリー（株） リテールソリューション

販売支援部 山本健二

16
理事

（カメラ画像安全利用
推進委員会）

リアルネットワークス（株） アジア太平洋地区副社長 高 村 徳 明
（新任）

17
理事

（カメラ画像安全利用
推進委員会）

（株）ＧｅｏＶｉｓｉｏｎ 副社長
周　采穎
（新任）※
Joy Chou

18 理事
（個人情報管理室） （株）ゴジョウ・ウェイズ 代表取締役社長 佐藤賢二

監事 Matsuo Sangyo（株） 執行役員統括部長 森 雅裕

監事 アクシスコミュニケーションズ（株） シニアアカウントマネージャー
（リテール） 森川真次

敬称略・順不同
顧　問　�佐藤 聖 　元（一財）元流通システム開発センター　調査部長
井出尊信　高千穂交易（株）代表取締役社長� ※�周様は令和 6年 6月 7日の通常総

会で正式に理事となられます。雑賀真良　元（株）オカムラ商環境事業本部　セールスサポート部（新任）
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運営委員会
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副会長
三宅　正光
近江　　元
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理　事　会
監　事
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森川　真次

顧問・佐藤　聖
　　　井出尊信
　　　雑賀真良

政策・研究委員会
摺田　祐司（委員長）
佐久間博之　　　 　
谷　　義彦　　　 　
那谷　幸平　　　 　
松崎　泰二　　　 　
飛永　泰男　　　 　
佐藤　圭三　　　 　

総務委員会
近江　元（委員長）
米山　英志　　 　
本川　勝広　　 　
上野　順子　　 　
田中　　崇　　 　
清永　浩史　　 　
季　　宜庭　　 　
藍佐　和子　　 　

技術基準委員会
田丸　典億（委員長）
多ケ谷　高志　　 　
小嶋　賢一　　　 　
堀内　武史　　　 　

カメラ画像安全利用推進委員会
三宅　正光（委 員 長）
高村　徳明（副委員長）
山本　健二（WG長）
摺田　祐司
新井　浩樹
周　　采穎
水野　茂穂

個人情報管理室
稲本　義範（室　長）
近江　　元（副室長）
佐藤　賢二（副室長）
羽生田和正（上席アド
バイザー）

科学保安講習プロジェクト
青柳　秀夫（リーダー）
林　　俊一（WG長）
長岡　秀樹（アドバイザー）
山根　久和（総括指導）

DX推進プロジェクト
田中　崇（リーダー）
近藤　健一
井上　謙二
中村　英資

野口勇人（主席アドバイザー）






